
別紙２

いじめ防止・対応のための組織と役割

◆未然防止・早期発見・継続支援のための組織（常時）

本人 教職員 友人 保護者 地域住民 関係機関
↕

情報収集・情報提供
↓

各学級・学年 生
・学年・学級経営の充実 徒
・計画的な指導の実施（道徳・特活等） 指
・学校生活アンケートの実施・集約 導
・気になる児童との教育相談（面談） 部

↕

いじめ防止・対策委員会

メンバー
校長・教頭・教務主任・生徒指導主事
各学年担当・養護教諭・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ・専門家
※状況によってその他の教員を加える

取組内容（いじめ防止・対策委員会として） ※原則月１回開催
いじめ防止基本方針等の周知説明及び公開
年間活動計画・マニュアルの作成／いじめ防止の具体的取組計画
校内研修企画・実施／学校評価による取組の検証→方針の改善

◆いじめ事案発生時の対応組織（重大事態以外）

本人 教職員 友人 保護者 地域住民 関係機関
↕

いじめ発見・いじめ情報入手

いじめ防止・対策委員会

各学級・学年 いじめ対策チーム
・事実確認
・初期対応 【報告窓口】 ＝ 教頭（集約）・生徒指導主事

↕報告・相談 教務主任（記録）
校 長 取組内容

事実の確認と整理
いじめの認知判断

・市教育委員会 初期対応の方針決定

・市教育相談センター ⇔ 生徒指導部＋該当学年担当者
取組内容（方針の決定・支援／モニタリング）

・ＳＳＷ いじめを受けた子供のケアと援助
(ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ) いじめを行った子供への適切な指導

保護者への報告・相談・連携
学級・学年の他の児童への指導

↕ ＰＴＡ共同代表・本部との連携
学校ＳＣ、専門家や関係機関との連携

警察・児童相談所等
の関係機関 ⇔

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ・専門家 他



◆いじめ事案重大事態発生時の対応組織 （学校主体の調査の場合）

いじめ対策チーム → 市教育委員会
重大事態発生として報告

↓
学校・教育委員会
協議・判断
重大事態として認知

市長 報告 県教委
調査主体を判断
調査方法、調査結果・公表について申立人（保護者）に意向確認

学 校
↓

重大事態対応緊急いじめ対策チーム
メンバー 市教育委員会
校長・教頭・教務主任・生徒指導主事 ←指導・支援 市教育相談センター
・養護教諭・担任・学校ＳＣ・必要に
応じてその他

取組内容 ※市教委の指示を仰ぎながら ⇔ 情報共有
①調査（事実集約） 警察署・児童相談所等の
・事実確認の方法・事実内容の把握 →相談・通報 関係機関
（当事者／他の児童・教職員）

②対策（対応・連携）
・支援・指導の検討（いじめられた
児童の心のケア／いじめた児童への指導）

・被害児童保護者への報告・相談・連携
・情報窓口の一本化 ＋ マスコミ対応(教頭)
・他の児童への支援（学校ＳＣ活用含む）
・他の児童保護者への説明（保護者会等）
・全職員周知、共通理解の徹底
・専門家や関係機関との連携


